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1.序 
BEST で利用できる気象データ

1)
としては、国内で作成

された BEST 1 分値データ、拡張アメダス気象データ（以

下 EA データ）、拡張アメダス設計用気象データ、海外で

作成された Energy Plus 気象データ(以下 EPW データ)と、

複数の気象データがある。さらに、海外の設計用気象デ

ータである WEADAC データも今後利用可能となる予定で

ある。 

本報では、日本の都市の EPW データと EA データ（標

準年）を読み込んで算出した熱負荷の比較、世界主要都

市の EPW データによる熱負荷の特性について考察する。 

2.EPW データの概要 
EPW データは、世界の標準年気象データで米国エネル

ギー省の HP より無償でダウンロードできる。（URL: 

http://apps1.eere.energy.gov/buildings/energyplus/cfm/weather_

data.cfm） 

観測地点は、米国（1,042 地点）、カナダ（71 地点）を

はじめ、世界各地合計 2,100 地点以上のデータが公開され

ている。ただし、欠測が含まれているデータは BEST で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は使用できないため、計算できない地点も存在する。 

3.日本の都市の EPW データと EA データ（標準年） 
日本の都市の EPW データ 9 地点（札幌、東京、名古屋、

松本、大阪、土佐清水、米子、下関、鹿児島）のうち、

欠測のない札幌、土佐清水以外の都市で、EPW データと

EA データ（標準年）を使用して年間熱負荷計算を行い、

負荷を比較した。 

計算対象は、図 1 に示すオフィスビルの基準階とし、

表 1 に基準計算条件を示す。 

各地点の EA データ（標準年）と EPW データの比較結

果について、図 2 に外気温と月積算水平面全天日射量、

図 3 に年積算負荷を冷房、暖房別に示す。 

冷房では、東京以外では、両気象データでの年積算負

荷はほぼ一致している。東京では、EA データ（標準年）

と比較して顕熱負荷が 25％程度小さい。暖房でも、東京

では、EA データ（標準年）と比較して 2 倍となった。

EPW データでは、地点の表記は東京であるが、観測地点

は茨城県の百里基地であるため、EPW データの月平均外

気温が一年を通して EA データ（標準年）より 3～4K 低 
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図 1 オフィス基準階モデル 

表 1 基準計算条件 

図 3 EA データと EPW データの年積算負荷の比較 

図 2 EA データと EPW データの月平均外気温と月積算水平面全日射量の比較 
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 外壁

 タイル8mm+モルタル20mm+コンクリート150mm+

吹付硬質ウレタン25mm　U=0.87（W/m2・K）

 窓面積率68％

 low-e複層ガラス+明色ブラインド

 内部発熱  照明20W/m2、在室者0.15人/m2、機器15W/ｍ2

 空調時間  8：30～22：00

 予冷熱時間  8：30～9：00

 外気導入  8：30～22：00

 夏期  26℃、60％（インテリア、ぺリメータとも）

 中間期  24℃、50％（インテリア、ぺリメータとも）

 冬期  22℃、50％（インテリア、ぺリメータとも）

 外気導入量  3.75CMH/m2
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くなっており、暖房負荷は大きく、冷房負荷は小さい結

果になったと考えられる。百里基地に近い鉾田の EA デー

タによる計算結果（図 3 参照）は EPW データの東京と近

い値となった。各地点とも、各月における水平面全日射

量の差はプラスマイナス 10％以内程度と大きくなかった。 

4.世界主要都市の気象と熱負荷特性 
計算対象のモデルは図 1 に示すオフィスの基準階とし

た。気象条件が多様な世界各地で比較するため、空調運

転条件は一年中設定温湿度を 24℃50％とした。建物の仕

様は表 2 に示すように標準、高断熱、日射遮蔽の 3 種類

設定し、各都市で計算を行った。 

図 4 に世界 31 都市の年積算冷房負荷、暖房負荷を示す。 

 高温多湿のシンガポールでは、冷房負荷が大きく、潜

熱負荷の割合も大きい、一年を通して温暖なロサンゼル

スでは年間負荷が小さいというように、各都市の気候の

特徴が把握できる。図 5 に各都市の各月の積算熱負荷と

月平均外気温、水平面全天日射量との相関（標準タイ

プ）を冷房、暖房別に示す。月積算装置負荷は、各都市

で外気温に影響される傾向となり、各都市の負荷の分布 

くはない。図 6 に各建物タイプ別の年間負荷（暖房＋冷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が確認できる。月積算水平面全天日射量との相関は大き

くはない。図 6 に各建物タイプ別の年間負荷（暖房＋冷

房）の値を示す。暖房負荷の割合が大きいモスクワ、プ

ラハ、ウランバートルでは、差は小さいが高断熱タイプ

で、他の都市では、日射遮蔽タイプで負荷が最も小さく

なった。 

5.結  
日本の７地点における EPW データと、EA 気象データ

（標準年）を BEST に読み込んで算出した熱負荷を比較

した。また、世界主要都市の熱負荷特性を示した。 
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図 5 各都市の各月の積算熱負荷と月平均外気温、月積算水平面全日射量の相関（標準タイプ） 

 

図 6 建物タイプ別の年間負荷（暖房+冷房）  

表 2 建物の仕様 

図 4 各都市の年積算冷房負荷と暖房負荷（標準タイプ） 
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